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研究成果概要 
神岡坑内の実験室 C の水タンク上にて、He-3 比例計数管を用いた中性子束の測定が引き

続き行われた。 
高速中性子の測定に関しては、比例計数管を 100mm 厚のポリエチレンで覆うことで減速

された中性子数をカウントする手法が用いられた。 
 
図 1 に得られた生シグナルと、スペクトルを示す。スペクトルの右側のピークが中性子に

よるものである。 
データは予定通り取得されており、現在、詳細なデータ解析が行われている。 
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図 1: 生シグナル

の波形(左)と、得ら

れたスペクトル

(右)。スペクトルの

右側のピークが中

性子によるもので

ある。 


